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て
い
る
。
そ
の
願
い
は
切
実
な
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
っ
き
り
望
ん

で
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
堅
苦
し
い
よ
う
だ
が
ま
ず
よ
く
学
び
、
先
輩

の
言
葉
か
ら
吸
収
し
、
特
に
歴
史
を
内
部
感
覚
に
総
合
し
て
頂
く
こ
と
で

あ
る
。
失
礼
な
言
い
様
か
も
し
れ
な
い
が
、
私
た
ち
の
人
生
を
託
す
の
で

あ
る
か
ら
仕
方
あ
る
ま
い
。
ひ
と
こ
ろ
チ
ル
ド
レ
ン
と
か
ガ
ー
ル
ズ
と
か

い
う
言
葉
が
、
日
本
を
飛
び
交
っ
た
。
発
信
源
が
誰
か
は
知
ら
な
い
が
、

そ
も
そ
も
そ
の
ひ
び
き
の
中
か
ら
、
一
国
の
運
命
を
左
右
す
る
人
間
と
し

て
の
見
識
や
人
格
は
、
全
く
浮
か
ば
な
い
の
で
あ
る
。
お
巫
山
戯
は
や
め

よ
う
で
は
な
い
か
。
私
た
ち
は
、
円
熟
へ
の
努
力
を
怠
ら
な
い
若
い
パ
ワ

ー
を
求
め
て
い
る
の
だ
。　
　
　
　
　
（
三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
）

　

近
頃
、
世
の
中
の
お
荷
物
の
よ
う
に
言
わ
れ
少
々
ひ
が
ん
で
い
る
わ
が
同
志

老
人
諸
君
よ
、
時
に
は
言
い
返
し
て
や
ろ
う
で
は
な
い
か
。
先
輩
に
学
び
先
輩

を
敬
う
と
い
う
こ
の
国
の
美
徳
は
、
一
体
何
処
へ
消
え
た
の
だ
。
近
未
来
に
高

齢
化
率
は
四
割
に
達
す
る
と
推
計
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
現
役
世
代
に
か
か
る
負

担
が
、
騎
馬
戦
型
か
ら
肩
車
型
に
移
る
と
い
う
。
一
寸
待
て
よ
、
計
算
を
や
り

な
お
し
て
み
た
ま
え
。
高
齢
者
の
体
力
が
若
者
に
劣
る
の
は
致
し
方
な
い
と
し

て
、
六
十
五
歳
を
超
え
て
も
そ
の
知
見
や
技
術
を
活
か
し
社
会
に
貢
献
し
て
い

る
人
は
沢
山
い
る
の
だ
。
そ
の
人
数
と
貢
献
度
を
し
っ
か
り
算
式
に
入
れ
て
か

ら
、
将
来
の
国
と
社
会
の
あ
り
方
を
論
じ
て
も
ら
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
そ
も
そ

も
肩
車
に
の
っ
て
い
る
の
が
高
齢
者
と
は
限
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
「
よ
い
思
案
は
老
人
に
問
え
」・「
老
い
た
る
馬
は
路
を
忘
れ
ず
」
な
ど
と

言
う
こ
と
わ
ざ
が
中
国
に
あ
る
。
日
本
に
も
あ
る
。
少
し
ば
か
り
長
く
生
き
て

き
た
先
輩
た
ち
が
、
そ
の
間
に
目
撃
し
た
光
景
や
知
り
得
た
知
見
は
、
次
世
代

が
必
ず
受
け
取
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
人
類
が
同
じ
過
ち
を
繰
り
返
し
な
が
ら

つ
い
に
自
滅
へ
の
引
き
金
を
引
い
て
し
ま
う
の
か
、
い
や
過
去
の
反
省
に
立
っ

て
真
に
賢
い
地
球
生
物
と
な
る
道
を
選
択
出
来
る
の
か
、
事
々
し
い
言
い
方
な

が
ら
、
そ
の
追
分
に
私
た
ち
は
今
立
っ
て
い
る
。

　

久
々
に
町
を
覆
う
大
雪
を
見
な
が
ら
、
あ
の
遠
い
雪
の
日
の
惨
劇
を
思
い
起

こ
す
長
老
も
あ
る
だ
ろ
う
。
昭
和
維
新
と
も
呼
ば
れ
る
二
二
六
事
件
で
あ
る
。

維
新
と
い
う
言
葉
の
も
つ
明
快
さ
に
惹
か
れ
、
間
怠
っ
こ
い
民
主
主
義
を
否
定

し
た
こ
と
の
意
味
を
、
長
老
は
そ
の
後
の
数
年
に
生
死
を
か
け
て
知
る
の
で
あ

る
。
あ
る
先
輩
は
、
ナ
チ
ス
が
台
頭
し
た
頃
の
欧
州
と
今
の
日
本
が
酷
似
し
て

い
る
こ
と
に
心
配
し
て
い
る
。
生
活
格
差
が
広
ま
り
、
閉
塞
感
の
充
満
す
る
社

会
で
は
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
独
裁
者
が
同
時
に
出
現
す
る
と
い
う
歴
史
を
知
っ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
昭
和
二
十
年
、
三
百
万
を
超
え
る
人
命
を
失
い
焼
野
原

と
な
っ
た
日
本
を
、
先
輩
た
ち
は
再
生
さ
せ
た
。
大
き
な
復
興
の
た
め
に
は
、

何
と
何
が
合
力
し
て
ま
ず
何
を
な
す
べ
き
か
、
深
い
見
識
を
も
つ
先
輩
が
ま
だ

沢
山
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
老
化
で
は
な
く
円
熟
し
た
脳
か
ら
ほ
と
ば
し
る
意
見

を
、
今
こ
そ
も
っ
と
聞
く
べ
き
な
の
で
あ
る
。

　

然
は
い
え
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
私
た
ち
は
若
い
力
若
い
リ
ー
ダ
ー
を
求
め

　
老
化
で
は
な
い
円
熟
だ

会
　
長

森

下

達

也

伊
賀
市
社
会
事
業
協
会
　

社
会
福
祉
法
人

−初夏の近鉄沿線−　松田 昇 写真集「風土記」より
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　放課後の子どもたちの居場所を求めるニー
ズが高まり、上野西小学校区内の既存の２施
設「オーロラ」と「レインボー」では手狭に
なってきました。そこで伊賀市が、２施設を
合併した放課後児童クラブ「ふたば」(定員
70名)を新築し、当法人が委託を受けて平成
24年４月にオープンしました。

　「ただいま」と元気よく学校から帰ってき
た子どもたちは、宿題を済ませると、隣接す
るふたば公園で遊んだり、室内ではグループ
活動や卓球、読書などをして充実した時間を
楽しんでいます。保護者からは「児童クラブ
があるおかげで安心して働けます」と喜ばれ
ています。

　新入園児45
名を迎え、歓迎
会「保育園は楽
しいよ」を開き
ました。
　年長児が伊賀
市の人気ゆる
キャラ〝いが☆

グリオ〟になりきり、忍者携帯食〝かたやき〟や、
上野城を紹介して和ませてくれました。新入園
児は「かたやきって硬いよ」「お城知ってるよ」
「公園でいが☆グリオに会ったよ」と嬉しそう
でした。年長児に「困った時は助けるよ、大丈
夫だよ」と励まされ、緊張がほぐれた新入園児
の笑顔が印象的でした。

今日からよろしくね
　　　～保育園って楽しいよ～

みどり保育園

放課後児童クラブ「ふたば」開所
～元気で安心～

放課後児童クラブ「ふたば」全景 開所式にて記念撮影

新入園児歓迎会のようす

仲よくしようね、大丈夫だよ

せっけんできれいに洗おうね
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園
名
と
同

じ
名
前
の
木
、

ハ
ナ
ノ
キ
を

植
え
ま
し
た
。

高
さ
20
メ
ー

ト
ル
程
に
も

な
る
ハ
ナ
ノ

キ
は
、
春
、

新
芽
が
吹
く

前
に
赤
い
花

が
咲
き
、
秋
に
は
鮮
や
か
に
紅
葉
す
る
カ
エ

デ
科
の
落
葉
樹
で
す
。
こ
れ
か
ら
、
花
之
木

保
育
園
の
子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て
く
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

　長田地区に菜の花プロジェクト事業が立ち上げ
られ、二毛作として菜の花が栽培されています。
春の風に吹かれて、香りが園庭にまで漂ってきま
した。菜の花を栽培されている保護者の協力を得
て、畑へ出かけました。子どもたちは「わあきれい」
「いいにおい」「黄色のじゅ
うたんや」と、一段とはな
やいだ表情になりました。
お土産に花をいただき、か
んむりにしたり、ままごと
に使うなど存分に遊びまし
た。陽光に輝く菜の花に魅
せられた子どもたちです。

　三重県四日市市を中心に本研究大会が開催され
ました。全国から1,900余名の保育関係者が参加し、
子育ち子育て支援のあり方や保育制度はどうあるべ
きかなど、熱心な討議が繰り広げられました。

菜の花って、きれいだな
長田保育園

「
ぐ
ん
ぐ
ん
の
び
て

空
ま
で
と
ど
け
〜
ハ
ナ
ノ
キ
〜
」

花
之
木
保
育
園

菜の花の花束をいただきました

児童憲章を読み上げる田矢文子園長

ハナノキの下で、みんな大きくなーれ

植樹する子どもたち

菜の花に囲まれて

第55回全国私立保育園研究大会
６月13日～ 15日

―あしたへつなごう　こどものえがお―

三重大会
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百
花
繚
乱
の
季
節
を
迎
え
、
ご

利
用
者
に
気
分
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
岩
倉
峡

へ
「
わ
く
わ
く
ド
ラ
イ
ブ
」
に
出

か
け
ま
し
た
。

　

春
の
穏
や
か
な
日
差
し
の
中
、

満
開
の
桜
に
皆
さ
ん
大
変
喜
ば
れ

「
桜
が
私
た
ち
を
歓
迎
し
て
く
れ

て
い
る
」「
こ
ん
な
に
見
事
な
桜

　奈良市の「針テラス・ベリーファーム」へイチゴ狩りに
出かけました。車中では「５・６個食べられたら良いほう
かな」と話されるご利用者の皆さんでしたが、いざイチゴ
狩りが始まると、「甘い！おいしい！」と、予想以上の数
を頬張っておられました。

　『あきひめ』『とちおとめ』『あすかルビー』とイチ
ゴの食べくらべを楽しまれ、自分の好みの味を探され
ていました。
　昼食は、爽やかな風を感じながら、広場でおにぎり
を食べました。「たくさんイチゴを食べたのに、おに
ぎりは別腹だよ」と、楽しいひとときを過ごされてい
ました。

を
観
た
の
は
何
十
年
ぶ
り
か
な
」

な
ど
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
咲

き
誇
る
桜
の
風
景
を
観
て
、
若
い

頃
に
友
人
と
観
た
桜
を
思
い
出
さ

れ
た
ご
利
用
者
も
お
ら
れ
、
思
い

出
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。「
来
年
も
来
た

い
」
と
、
皆
さ
ん
の
笑
顔
も
桜
の

よ
う
に
満
開
で
し
た
。

しだれ桜の樹の下で

「
わ
く
わ
く
ド
ラ
イ
ブ
」

│
満
開
の
桜
に
囲
ま
れ
て
│

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
第
二
梨
ノ
木
園

初めてのイチゴ狩りに出かけて
盲養護老人ホーム 梨ノ木園

イチゴの花言葉は「無邪気」です

「何個でも食べられるよ」
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「
ゆ
る
り
散
策
～
伊
賀
巡
り
～
」
は
ご
利
用
者

の
皆
さ
ん
が
住
ん
で
い
る
「
伊
賀
」
を
散
策
し
、

楽
し
み
な
が
ら
伊
賀
を
知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
計

画
し
ま
し
た
。

　
第
１
回
目
は
、
三
重
県
上
野
森
林
公
園
へ
出
か

け
ま
し
た
。
草
花
・
鳥
や
虫
な
ど
を
鑑
賞
し
な
が

ら
散
策
し
、
山
々
を
見
渡
せ
る
コ
テ
ー
ジ
の
テ

ラ
ス
で
休
憩
し
ま
し
た
。
木
々
の
間
か
ら
吹
く

心
地
良
い
風
に
、「
気
持
ち
良
い
な
ー
」
と
皆
さ

ん
声
を
揃
え
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、

だ
ん
じ
り
会

館
や
城
下

町
、
木
の
館

な
ど
の
コ
ー

ス
を
予
定

し
、
地
域
と

の
ふ
れ
あ
い

の
機
会
に
し

て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。

　梨ノ木園では、毎月ほほえみ喫茶を開店
しています。喫茶店の雰囲気が出るように
音楽を流したり、季節のお菓子やご利用者
の嗜好を取
り入れたメ
ニューを考え
たりしていま
す。また、視
覚に障がいが
あるご利用者
の皆さんに、
メニューの説明を聞いただけで「おいしそ
う！食べたい！」と思っていただけるよう、
工夫しています。
　４月は、旬のイチゴを使ったどら焼き

と、調理員
手作りの宇
治 金 時 パ
フェが好評
で、「なん
だか本当の
喫茶店に来
たみたい」

と、大変満足されているようでした。

　４月から介護報酬等の改定に伴ない、
サービス提供時間が変更になりました。少
し長くなった時間を利用して、看護師が中
心となり「チャレンジタイム」を行なって
います。足を少し上げたり、普段使わない
お尻の筋肉を使うリハビリ体操や、じゃん
けんゲーム等を行ない、楽しく指や手を動
かして脳トレーニングにつなげています。
　ご利用者からは、「夜、よく眠れるよう
になった」「転ぶ事がなくなった」と喜び
の声が聞かれます。
　これからも、楽しく生き生きとリハビリ
レクリエーションに参加していただけるよ
うにしていきたいです。

森林公園内の展示室を見学

オリジナルゲームで心身を活性化

老人デイサービスセンター なしのき
「ほほえみ喫茶」オープン

盲養護老人ホーム 梨ノ木園

お盆の上に季節を感じます

ほほえみ溢れる喫茶店

ゆ
る
り
散
策

〜
伊
賀
巡
り
〜

身
体
障
害
者
支
援
施
設
梨
丘
園
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　待ちに待ってやっと咲いた桜を訪ねた１週間。西
日南町心念寺と、寺町念仏寺の見事なしだれ桜、消
防署前の桜並木へと雨の合間をぬって花見に出かけ
ました。
　滝のようなしだれ桜の真下に入り体中で満開を感
じ、桜並木では無情な風に今にも散りそうな桜を心
配しながら風に向かって進み心ゆ
くまで堪能しました。
　かしの木ひろばを利用されて10
年余の西井さんは、風景の変化に
感動されながら「仲間と一緒の外
出は何より良かった」と春を満喫
していらっしゃいました。

　５月から手話講習会が始まりました。この
講習会は初心者を対象としたもので、１年間
20回の講習を通して、挨拶や自己紹介など
日常会話を学んでいきます。聴覚障がい者は
障がいがあることが分かりづらく、周りから
誤解を受けることも少なくありません。講習
会では、当事者の講師からも教わることに

よって、単に手話を
学ぶだけではなく、
聴覚障がい者への理
解を深めていただけ
ればと思います。

　ご利用者の澤田さんは、日中のほとん
どをベッド上で過ごされていますが、澤
田さんのまわりには次々と人が訪れます。
　日常の出来事やスポーツ、時事問題等、
幅広いジャンルにわたるお話や「本を読
んでほしい」といった望みに応じて下さ
います。またニュースや少し難しい本等
を分かりやすく説明してくださる気さく
な人柄が、まわりの人を引きつけるので
しょう。
　澤田さんは「みなさんが喜んでくれた
ら私も嬉しいわ」とおっしゃっています。

　選んだ糸の色や種類、織り手の配色センスや
織機を打つ力加減で様々な
表情を見せるさをり織り。
オーダーされた方のご希望
に応じて洋服や小物を手掛
けています。
　ボランティアの方に縫製
していただきブラウスやロ
ングベスト、鞄や手帳カ
バーにティッシュケース、
小銭入れを製作してきました。オリジナルな製
品に満足していただいています。

かしの木ひろば

オーダーメイド受け賜わります
かしの木ひろば

春の伊賀路、桜に誘われて
かしの木ひろば

「手話講習会」が始まる
上野点字図書館

　

毎
月
１
回
「
日
中
一
時
支
援
事
業
」

を
利
用
し
て
外
出
し
て
い
ま
す
。
４
月

は
、
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
へ

出
か
け
、
自
分
た
ち
で
袋
詰
め
し
た
商

品
を
見
て
回
り
ま
し
た
が
、
見
当
た
ら

ず
残
念
で
し
た
。
し
か
し
、
昼
食
の
回

転
寿
司
で
お
な
か
も
心
も
満
た
さ
れ
た

よ
う
で
し
た
。
午
後
か
ら
は
夏
を
思
わ

せ
る
陽
気
に
な
り
、
森
林
公
園
と
上
野

城
で
花
見
を
し
ま
し
た
。

　
５
月
は
、
完
成
し
た
ば
か
り
の
「
ハ

イ
ト
ピ
ア
伊
賀
」
を
見
学
し
、
伊
賀
名

物
の
豆
腐
田
楽
を
食
べ
ま
し
た
。
６
月

は
、
東
日
本
大
震
災
前
に
石
巻
市
で
撮

影
さ
れ
た
映
画
「
エ
ク
レ
ー
ル
お
菓
子

放
浪
記
」
を
観
て
、道
の
駅
「
あ
や
ま
」

で
買
い

物
を
し

ま
し
た
。

毎
月
楽

し
み
に

し
て
い

ま
す
。

作
業
の
合
間
に

　
　
　余
暇
を
楽
し
も
う

か
し
の
木
ひ
ろ
ば

今にもこぼれてきそうな桜

「手話講習会」開講式のようす

「うれしいわぁ、私だけのロングベスト」

「毎月楽しみやなぁ」
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（７）

《
個
人
》　—

敬
称
略
・
五
十
音
順—

《
団
体
》　—

敬
称
略
・
順
不
同—

赤
井　

か
ね
、
井
岡　
　

昭
、
稲
森
千
鶴
子
、
稲
森　

律
子
、
井
上　

孝
之
、
今
矢　

義
文
、

岡
森　

金
一
、
岡
森
眞
理
子
、
小
川　

秀
貴
、
奥
田　

英
夫
、
奥
田
や
え
子
、
小
野　

善
治
、

片
山　

幸
一
、
門
田　
　

進
、
上
村　

倫
子
、
北
泉　

優
子
、
木
村　

公
司
、
葛
岡
ヱ
ミ
子
、

葛
原　

守
義
、
坂
口　

正
巳
、
清
水　

栄
子
、
清
水
み
ど
り
、
村
主
千
代
子
、
角
田　

宗
成
、

角
田　

充
代
、
世
古　

秀
次
、
曽
我　

京
子
、
田
中　

澄
夫
、
田
中　

美
紀
、
田
中
美
代
子
、

田
村　

敏
子
、
田
山
紗
知
子
、
塚
本　

初
子
、
辻　
　

正
子
、
豊
岡　

百
子
、
豊
田　
　

實
、

中
川　

定
子
、
中
野　

靖
子
、
中
森　

洋
子
、
中
矢　

英
夫
、
中
山　

洋
美
、
西
田　
　

誠
、

西
出　

成
子
、
濱
岡　
　

隆
、
平
川　

麗
子
、
福
田　

定
子
、
福
森　

隆
夫
、
藤
井　

充
子
、

藤
島　

千
代
、
藤
永　

清
信
、
藤
林　

政
代
、
藤
森　

直
美
、
藤
森　

三
重
、
前
川　

健
二
、

前
川　
　

悟
、
松
田　

玉
江
、
松
田　

雅
子
、
南
出　

寛
三
、
宮
田　

琴
代
、
宮
土　

和
子
、

森　
　

喜
良
、
森　
　

令
子
、
森
岡　

佑
子
、
森
下　

弘
子
、
森
田　

満
枝
、
森
中　

一
美
、

森
野　

廣
榮
、
矢
口
キ
ヌ
代
、
矢
倉　
　

昌
、
保
田
耕
三
郎
、
山
口　

義
美
、
山
田　

龍
男
、

山
本　
　

新
、
山
本　

浜
子
、
吉
澤
と
し
子

上
野
点
訳
奉
仕
グ
ル
ー
プ
あ
い
、
上
野
音
訳
グ
ル
ー
プ
し
の
び
、

名
張
点
訳
グ
ル
ー
プ
あ
か
り
、
名
張
音
訳
グ
ル
ー
プ
こ
だ
ま
、
伊
賀
市
更
生
保
護
女
性
の
会
、

絵
手
紙
い
ろ
は
、
絵
本
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
も
こ
も
こ｣

、
蕉
門
ホ
ー
ル
「
語
り
部
塾
」、

ひ
よ
っ
子
育
成
ク
ラ
ブ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
あ
ゆ
み
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
ミ
ッ
ク
ス
ジ
ュ
ー
ス
、
三
田
カ
マ
キ
リ
部
隊
、
長
田
小
学
校
、

伊
賀
市
消
防
団
西
部
分
団
長
田
部
、
三
重
県
共
同
募
金
会
、
伊
賀
市
交
通
安
全
協
会
、

伊
賀
市
上
野
視
覚
障
害
者
福
祉
会
、
印
代
地
区
、
上
野
徳
居
町
老
人
ク
ラ
ブ
、

上
野
福
居
町
老
人
ク
ラ
ブ
、
小
田
町
公
民
館
、
小
田
町
住
民
自
治
協
議
会
、

神
戸
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
白
樫
自
治
会
、
寺
町
自
治
会
、
寺
町
老
人
会
、

友
生
地
区
住
民
自
治
協
議
会
、
友
生
老
人
ク
ラ
ブ
、
下
友
生
営
農
組
合
、
中
瀬
老
人
ク
ラ
ブ
、

三
田
地
区
住
民
自
治
協
議
会
、
し
ら
さ
ぎ
地
区
主
任
児
童
委
員
、

ゆ
め
が
丘
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
、
曙
保
育
園
保
護
者
会
、
睦
保
育
園
保
護
者
会
、

三
田
保
育
園
保
護
者
会
、
中
瀬
城
東
保
育
園
保
護
者
会
、
友
生
保
育
園
保
護
者
会
、

花
之
木
保
育
園
保
護
者
会
、
予
野
保
育
園
保
護
者
会
、
長
田
保
育
園
保
護
者
会
、

古
山
保
育
園
保
護
者
会
、
み
ど
り
保
育
園
保
護
者
会
、
ひ
か
り
保
育
園
保
護
者
会
、

み
ど
り
第
二
保
育
園
保
護
者
会
、
府
中
保
育
園
保
護
者
会
、
ゆ
め
が
丘
保
育
所
保
護
者
会
、

岡
八
幡
宮
獅
子
神
楽
保
存
会
、
日
蓮
宗
法
音
寺
上
野
支
院
安
立
寺
、
平
井
神
社
、
小
川
整
備
、

小
川
モ
ー
タ
ー
ス
、
奥
田
理
容
店
、
サ
ン
シ
ョ
ク
、
中
砂
原
建
設
、
ナ
ッ
ク
、
西
尾
デ
ン
キ
、

西
田
整
形
外
科
医
院
、
日
本
フ
ァ
イ
ン
、
人
形
の
ま
る
よ
し
、
ロ
ー
ト
製
薬

▪
ご
支
援
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
方
々
▪

（
平
成
23
年
12
月
〜
平
成
24
年
５
月
）

　
７
月
に
入
り
、
長

か
っ
た
梅
雨
明
け
も

目
前
、
い
よ
い
よ
夏

本
番
を
迎
え
ま
す
。

　
私
事
で
す
が
、
伊

賀
市
に
嫁
い
で
き

て
、
６
年
が
経
ち
ま

し
た
。
当
初
は
知
り

合
い
も
な
く
、
言
葉

の
違
う
土
地
に
な
れ

な
い
日
々
が
続
き
ま

し
た
。
今
は
こ
う
し

て
お
仕
事
も
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
２
人
の

子
ど
も
に
も
恵
ま

れ
、
こ
の
土
地
に
も

す
っ
か
り
愛
着
が
湧

い
て
き
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
は
毎
日
暗

く
な
る
ま
で
バ
ッ
タ

取
り
に
夢
中
に
な
っ

て
い
ま
す
。
自
然
豊

か
な
環
境
で
、
の
び

の
び
と
子
育
て
を

し
、
ゆ
っ
く
り
と
歳

を
重
ね
る
の
も
い
い

も
の
で
す
。

　
当
法
人
の
会
報
も

第
24
号
の
発
行
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
伊
賀
市
の
魅
力
が

伝
わ
る
よ
う
な
明
る

い
紙
面
づ
く
り
を
心

掛
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
編
集
子
Ｉ
）

介護保険収入
自立支援費収入
利用料収入
措置費収入
運営費収入
私的契約利用料収入
その他の事業費収入
経常経費補助金収入
寄附金収入
雑収入
引当金戻入
国庫補助金等特別積立金取崩額
    事業活動収入計
人件費支出
事務費支出
事業費支出
減価償却費
利用者負担減免額
引当金繰入
    事業活動支出計
   【事業活動収支差額】
受取利息配当金収入
会計単位間繰入金収入
経理区分間繰入金収入
    事業活動外収入計
借入金利息支出
会計単位間繰入金支出
経理区分間繰入金支出
    事業活動外支出計
   【事業活動外収支差額】
    【経常収支差額】
施設整備等補助金収入
その他の収入（事業活動）
    特別収入計
固定資産売却損処分損
国庫補助金等特別積立金積立額
その他の支出（事業活動）
    特別支出計
   【特別収支差額】
    【当期活動収支差額】
  〔前期繰越活動収支差額〕
    【当期末繰越活動収支差額】
その他の積立金取崩額
その他の積立金積立額
    【次期繰越活動収支差額】

379 , 2 0 8
1 9 8 , 0 2 4
2 5 , 7 6 0

1 9 0 , 3 7 0
1 , 0 8 4 , 9 0 4

2 , 0 5 0
7 3 , 2 0 6

2 4 3 , 3 4 8
8 , 6 1 7

2 5 , 6 4 3
1 4 4 , 8 8 6
8 5 , 3 5 1

2 , 4 6 1 , 3 6 7
1 , 5 9 0 , 5 2 1

1 5 9 , 3 5 2
3 2 1 , 1 9 0
1 4 1 , 6 2 2

4 1 7
1 3 5 , 8 4 6

2 , 3 4 8 , 9 4 8
1 1 2 , 4 1 9

333
7 , 0 0 0

4 2 , 3 7 4
49 , 7 0 7

413
7 , 0 0 0

4 2 , 3 7 4
49 , 7 8 7

− 80
112 , 3 3 9

1 , 9 1 9
3 0 , 0 0 9
31 , 9 2 8

326
1 , 9 1 9

2 9 , 7 2 3
31 , 9 6 8

− 40
112 , 2 9 9
877 , 4 7 4
989 , 7 7 3

450
86 , 6 0 0

903 , 6 2 3

勘  定  科  目 決 算 額（千円）

資金収支計算書 事業活動収支計算書 貸借対照表
〜  平成23年度 当法人の決算諸表（法人全体） 〜

379 , 2 0 8
1 9 8 , 0 2 4
2 5 , 7 6 0

1 9 0 , 3 7 0
1 , 0 8 4 , 9 0 4

2 , 0 5 0
7 3 , 2 0 6

2 4 3 , 3 4 8
8 , 6 1 7

2 5 , 6 4 3
3 3 3

7 , 0 0 0
4 2 , 3 7 4

2 , 2 8 0 , 8 3 7
1 , 5 9 5 , 6 3 7

1 5 9 , 3 5 2
3 2 1 , 1 9 0

4 1 4
7 , 0 0 0

4 2 , 3 7 4
4 1 7

2 , 1 2 6 , 3 8 4
1 5 4 , 4 5 3

1 , 9 1 9
1 , 9 1 9

51 , 3 1 8
51 , 3 1 8

− 49 , 3 9 9
450
450

3 , 5 0 4
8 6 , 6 0 0
90 , 1 0 4

− 89 , 6 5 4
1 5 , 4 0 0

283 , 4 4 8
298 , 8 4 8

決 算 額（千円）
介護保険収入
自立支援費収入
利用料収入
措置費収入
運営費収入
私的契約利用料収入
その他の事業費収入
経常経費補助金収入
寄附金収入
雑収入
受取利息配当金収入
会計単位間繰入金収入
経理区分間繰入金収入
    経常収入計
人件費支出
事務費支出
事業費支出
借入金利息支出
会計単位間繰入金支出
経理区分間繰入金支出
利用者負担減免額
    経常支出計
   【経常活動資金収支差額】
施設整備等補助金収入
    施設整備等収入計
固定資産取得支出
    施設整備等支出計
   【施設整備資金収支差額】
積立預金取崩収入
    財務収入計
借入金元金償還金支出
積立預金積立支出
    財務支出計
   【財務活動資金収支差額】
  ＜当期資金収支差額合計＞
  〔前期末支払資金残高〕
    当期末支払資金残高

勘  定  科  目
379 , 0 8 9
153 , 8 4 6
2 2 4 , 4 7 5

7 3 8
3 0

3 , 1 5 5 , 1 4 1
2 , 1 3 1 , 1 7 3
1 , 9 4 3 , 7 1 7

1 8 7 , 4 5 6
1 , 0 2 3 , 9 6 8

9 3
3 2 , 3 6 6
1 5 , 7 8 2
1 1 , 1 6 8
8 9 , 1 4 6
2 0 , 2 9 3

8 9 8
1 1

8 6 , 7 5 2
8 8 , 0 0 0
5 , 0 0 0

7 3 , 7 0 0
2 4 2 , 9 2 0
5 1 , 7 6 6
9 2 , 3 0 0

1 5 2 , 6 3 5
6 1 , 0 0 0

1 3 8
3 , 5 3 4 , 2 3 0

1 7 1 , 2 8 0
75 , 6 4 4
4 , 5 9 7

9 1 , 0 3 9
172 , 7 4 3

20 , 1 0 8
1 5 2 , 6 3 5
344 , 0 2 3
111 , 3 1 3

1 , 4 7 3 , 8 3 4
7 0 1 , 4 3 7
903 , 6 2 3
112 , 2 9 9

3 , 1 9 0 , 2 0 7
3 , 5 3 4 , 2 3 0

経
常
活
動
に
よ
る
収
支

財
務
活
動
に
よ
る
収
支

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

繰
越
活
動
収
支
差
額
の
部

事
業
活
動
収
支
の
部

事
業
活
動
外
収
支
の
部

特
別
収
支
の
部

決 算 額（千円）勘  定  科  目
流動資産
  現金預金
  未収金
  前払金
  仮払金
固定資産
 固定資産（基本財産）
  建物
  土地
 固定資産（その他固定資産）
  建物
  構築物
  機械及び装置
  車輌運搬具
  器具及び備品
  ソフトウェア
  権利
  投資有価証券
  措置施設繰越特定預金
  建設積立預金
  償還積立預金
  人件費積立預金
  修繕積立預金
  備品等購入積立預金
  保育所施設設備整備積立預金
  退職共済掛金
  その他の積立預金
  その他の固定資産
    資産の部合計
流動負債
  未払金
  預り金
  賞与引当金
固定負債
  設備資金借入金
  退職給与引当金
    負債の部合計
基本金
国庫補助金等特別積立金
その他の積立金
次期繰越活動収支差額

（うち当期活動収支差額）
      純資産の部合計
    負債及び純資産の部合計

純
資
産
の
部

負
債
の
部

資　
　
　

産　
　
　

の　
　
　

部
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明るく笑顔を絶やさない保育士を目指し、常に
前進し続けたいです。　　【曙保育園】Ｈ・Ａ

子どもからも保護者からも信頼され、好かれる
保育士になりたいです。　【曙保育園】Ｆ・Ｃ

笑顔を忘れず、一品一品愛情のこもった食事を
提供していきたいです。　【曙保育園】Ｎ・Ｙ

笑顔は人とのつながり。毎日新しい自
分で笑顔の種をまいていきたいです。

【睦保育園】Т・Ｅ

何事にも積極的に行動し、目標を持ち
努力していきたいと思います。

【中瀬城東保育園】Ｏ・А

毎日笑顔で過ごし、いつまでも謙虚な
気持ちを持ち続けたいです。　

【友生保育園】Ｉ・Ｋ

健康に留意し、笑顔を絶やさず皆様に信頼して
もらえるよう努力します。【長田保育園】Ｔ・Ｓ

努力を忘れずに、何事にもチャレンジする気持
ちを持ち続けます。　　【古山保育園】Ｓ・М

継続は力なりの気持ちで、毎日の仕事を大切に
していきたいです。　【みどり保育園】Ｆ・Ｒ

多くの経験を通して、一歩一歩確実に前進する
努力をいたします。　【みどり保育園】Ｎ・М

たくさんの出会いや経験を大切に、笑顔で一生
懸命頑張ります。　　【みどり保育園】Ｏ・М

正しいものを選ぶ事が出来る直観力と判断力を
高めていきたいです。【ひかり保育園】Ｎ・Ｋ

初心を忘れず、何事も頑張り、充実した毎日を
送りたいと思います。【ひかり保育園】Ｙ・Ｙ

初心を忘れず、日々努力し、資質向上に努めた
いと思います。　【みどり第二保育園】Ｋ・Ｙ

千里の道も一歩から。こつこつと自分のペース
で歩んでいきたいです。

【みどり第二保育園】Ｋ・Ｈ

元気で明るく、信頼していただける保育士を目
指して頑張ります。　　【府中保育園】Ｆ・Ｎ

毎日の経験が自分の糧となるように一生懸命仕

事を頑張っていきます。
【ゆめが丘保育所】Ｎ・Ｓ

幅広く知識を得て、何事も丁寧に対処するよう
誠心誠意言行したいです。

【ゆめが丘保育所】М・Ｓ

太陽のような明るい笑顔で、何事にも
挑戦努力する支援員になります。

【梨ノ木園】Ｈ・Т

ご利用者の気持ちに応えられる支援員
になりたいです。【梨ノ木園】Ｆ・Ｉ

誰に対しても笑顔を忘れず、丁寧な言
葉遣いを意識し仕事に臨みます。

【第二梨ノ木園】Т・Ａ

先輩に指導して頂きながら一日も早く
仕事を覚えていきたいです。

【第二梨ノ木園】Ｈ・Ｙ

常に笑顔を心掛け、利用者に負担のかからない
介護を提供したいです。

【第二梨ノ木園】Т・Ｒ

調理員として、毎日美味しい給食を作れるよう
に頑張ります。　　　【第二梨ノ木園】Т・М

明るく元気に働き、ご利用者が笑顔で過ごせる
よう支援していきたいです。【梨丘園】Ｇ・Ｓ

当法人主催の新任職員研修を終えた直後、25名のフレッシュな声を聞きました。希望と
決意、「相扶相愛」の精神を胸に、それぞれの施設でがんばるルーキーをよろしくお願い
いたします。
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●　児童福祉施設
●　老人福祉施設
●　障がい者福祉施設
●　医療施設

伊賀市社会事業協会は、保育施設、高齢者施設、障がい者施設、医療施設などを運営して
います。保育士資格をお持ちの方、看護師（正、准）資格をお持ちの方、介護職員として
働いてみたい方など、幅広い分野で、あなたの力を求めています。未経験の方、ブランク
のある方も安心して勤務していただけます。まずはご連絡を。　　　 ☎0595-21-5545

【いま、私たちは
"あなたの力"を求めています！】

　梨ノ木診療所では、４月１日より管理者に新 克也
医師が就任しました。新たな体制でスタッフ一同、
頑張ってまいります。
診療科目：内科・リハビリテーション科・リウマチ科
診 療 日：火曜日・木曜日13：30～ 17：00
　　　　　水曜日13：30～ 15：00

　デイジー図書（デジタル録音図書）の利用増加に伴な
う利用者への貸出機器並びに、ボランティアの皆様のご
自宅でのパソコン点訳作業の充実のため、ロート製薬株
式会社様の“かるがも基金”を頂戴し、デイジー図書再
生機７台と点字編集ソフト５本を購入整備しました。
　さらなる再生機の利
用・普及を促進すると
ともに、いただきまし
た編集ソフトで、多く
の点字図書が出来上が
ることを楽しみにして
おります。本当にあり
がとうございました。

ありがとうございました
～ロート製薬株式会社“かるがも基金”～

上野点字図書館

★この会報に掲載した個人情報は、ご本人もしくはご家族の承諾をいただいております。
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